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第１８５回 教 育 研 究 評 議 会 要 録 

 

日 時  令和２年６月１７日（水） １３時００分～１３時３１分 

場 所  遠隔会議：応接会議室，LL 教室，各研究室等 

出席者  今岡学長，藤原理事，小路田理事，小川理事，野村理事，平井理事，河本副学長，成瀬副学長，

三成副学長，吉村副学長，安田副学長，久保副学長，野村文学部長，渡邊理学部長， 

黒子生活環境学部長，高田人間文化総合科学研究科長，石﨑評議員，中山満子評議員， 

棚瀬評議員，山内評議員，中山徹評議員，林井評議員，柳澤評議員 

列席者   酒居監事，福田監事，岩阪事務局次長／総務・企画課長，桑原国際課長，川村研究協力課長， 

林財務課長，清水施設企画課長，鱸学務課長，西村学生生活課長，早川入試課長， 
横井学術情報課長 

  

議事に先立ち，前回の記録を確認した。 

 

Ⅰ 審議事項 

１．学内諸規程等の制定・改正について 

 （１）国立大学法人奈良女子大学における授業料その他の費用を定める規程一部改正について 

河本副学長から，資料１により説明があり，審議の結果，原案のとおり承認し，役員会へ付議する

こととした。 

 

 （２）国立大学法人奈良女子大学第４期中期目標・中期計画策定委員会設置要項について 

小路田理事から，資料２により説明があり，審議の結果，原案のとおり承認し，役員会へ付議する

こととした。また，役員会での承認後，各部局へ委員選出依頼を発出することとした。 

 

 ２．平成 31事業年度に係る業務の実績及び第３期中期目標期間（平成 28～31事業年度）に係る業務の実

績に関する報告書について 

  小路田理事から，資料３により説明があり，本会議後の修正については，学長に一任することとした

上で承認し，経営協議会及び役員会へ付議することとした。また，野村理事より、外部資金の積極的な

確保に関する令和２年度以降の実施予定について、京都大学ＣＯＩ拠点における取組の一環として本学

教員が参加する共同研究に関する記載を追加してはどうかとの発言があり、記載内容を検討することと

した。 

 

３．その他 

   なし 

 

Ⅱ 報告事項 

１．第２６５回役員会について  

学長から，資料４により，５月２９日に行われた役員会について報告があった。 

   

２．大学機関別認証評価について 

  小路田理事から，新型コロナウイルス感染症の影響により評価書の提出期限が８月３１日まで延長さ

れたこと，７月に遠隔会議にて事前相談を実施すること，自己評価書の確認及び優れた成果が確認でき

る取組の記載についての依頼を発出したこと，アドミッションポリシーの改定は７月の教育研究評議会

で報告することの報告があった。 
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３．学生満足度調査報告書について 

  小路田理事から，資料５により報告があった。 

 

４．卒業生・修了生の就職先への学習成果に関する調査結果について  

  小路田理事から，資料６により報告があった。また，高田人間文化総合科学研究科長から，回収率の

低さを改善する必要がある旨の意見があり，次回の実施に向けて検討することとした。 

 

５．卒業生の卒業後５年目における学習成果に関する調査結果について 

   小路田理事から，資料７により報告があり，外国語に関する結果に課題がある旨の発言があった。ま

た，山内評議員から，資料５～７についてはどのように取り扱われるのかとの質問があり，小路田理事

から，学内専用ＨＰに掲載して情報共有すること，課題についてはとりまとめて改めて教育研究評議会

において議論する場を設ける予定であることについて説明があった。 

 

６．その他 

（１）国大協通常総会の報告について 

学長から，６月１５日に行われた国立大学協会の第１回通常総会について報告があった。 

 （２）博士後期課程学生を対象とした育志賞の募集周知について 

  藤原理事から，育志賞の推薦の受付期間を６月２５日まで延長した旨の報告があった。 

（３）法人統合について 

  野村文学部長から，法人統合後の理事長選考の検討状況について質問があり，学長から，法人設立推

進協議会において検討中であるとの説明があった。 

（４）なでしこ基金緊急学生生活支援特定基金について 

  学長から，なでしこ基金緊急学生生活支援特定基金に５００万円の目標額に対し，６００万円を超え

る支援を頂いている旨の報告があった。 

 

以 上 


